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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第53期

第１四半期連結
累計期間

第54期
第１四半期連結

累計期間
第53期

会計期間
自2016年４月１日
至2016年６月30日

自2017年４月１日
至2017年６月30日

自2016年４月１日
至2017年３月31日

売上高 （百万円） 23,330 25,695 99,249

経常利益 （百万円） 1,063 1,188 5,402

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 590 665 3,026

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 109 573 2,921

純資産額 （百万円） 44,509 46,799 46,943

総資産額 （百万円） 67,599 71,781 73,192

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 16.69 18.85 85.52

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 16.67 18.81 85.38

自己資本比率 （％） 58.7 58.3 56.9

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重

要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1) 業績の状況

　当第１四半期連結累計期間（2017年４月～６月）の世界経済につきましては、各国の政治面の不安定さに伴う先

行きの不透明感はあるものの、欧米を中心に、これまでの緩やかな回復傾向が続き、全体として比較的安定した状

況で推移しました。日本におきましても、為替相場が落ち着きを取り戻す中で、輸出の増加や内需の持ち直し、こ

れに伴う堅調な企業業績などを背景に景況感の改善が見られました。

　このような事業環境において、当社グループでは、2016年度より３ヶ年の第３次中期経営計画をスタートし、中

期方針として「連結売上高1,000億円の達成」と「次の飛躍に向けた事業基盤の強化」を掲げました。

　当事業年度においては、連結売上高1,000億円の前倒し達成を目指すとともに、その先の一段上の飛躍に向けて

「Step Up 1000:Next Actions『高度化する物流ＱＣＤＳに挑戦』」との年度方針を掲げました。そして、重点戦

略・施策として、①ビジネスの拡大に向けた「成長・拡充エリアへのネットワーク構築」と「新ニーズの把握と新

市場顧客の開拓」、②事業基盤の強化に向けた「一人・時間当たりの生産性・付加価値の向上」と「ＴＩＥの展開

とピース単位の自働化検証」、③顧客信頼度のアップに向けた「感動品質・環境物流・最適物流の追求」と「感じ

のいい会社の追求と働き方改革」に取り組んでおります。

　当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高25,695百万円(前年同期比 10.1％増)、営業利益1,224百万円(同

8.7％増)となりました。また経常利益は1,188百万円(同 11.8％増)、親会社株主に帰属する四半期純利益は665百

万円(同 12.7％増)となりました。

 

＜セグメントの概況＞

①　電子部品物流事業

　当事業の主要顧客である電子部品業界では、これまで需要を牽引してきた車載及びスマートフォン向けの電子部

品の生産が、引き続き堅調に推移いたしました。

　このような需要動向のもとで、当社グループでは、グローバルに拠点・倉庫・ネットワークの拡充や、国内・海

外が一体となった提案営業を推進し、取扱貨物量の拡大を図るとともに、運送・保管・輸出入各事業それぞれの生

産性向上に取り組んでまいりました。

　グローバル・ネットワークの拡充につきましては、国内では、本年５月に船橋（千葉県）に倉庫を開設しまし

た。東京港、羽田、成田の中間地点に位置し、輸出入事業の拡大につなげてまいります。また、圏央道と東北自動

車道がクロスする埼玉県加須市に約１万坪の土地を取得し、2018年５月竣工予定で倉庫建設に着工しました。

　海外では、中国におきまして、香港地区でビジネスの拡大に伴い倉庫の再編・拡張を進めております。これまで

の４倉庫体制を２倉庫に集約して運営効率の向上を図るとともに、保管能力も約1.5倍に拡張します。また、重慶

地区で６月に、一般区での車載関連ビジネスの受託に向けて重慶支店を開設しました。同地区では既存の保税区の

法人と連携してビジネスを推進してまいります。

　アセアン地区におきましては、これまで駐在員事務所でマーケティング活動を行ってきたベトナム・ハノイに現

地法人を設立し、７月より営業を開始しました。また、国境を超えたクロス・ボーダー・トラック輸送網につきま

しても順次拡充を図っております。

　北米におきましては、米国にて輸出入事業の自営化拡大を目的として、６月にダラス事務所（テキサス州）を開

設しました。また、メキシコでは、これまで保税ビジネスを主体に事業を行ってきましたが、国内貨物の取扱拡大

に向けて拠点・輸送ネットワークの整備を進めております。

　今後も各地域で物流インフラを強化し、グローバル成長につなげてまいります。

　当第１四半期連結累計期間の業績は、堅調な荷動きが継続する中で、上記の各施策を進め、日本、中国、東アジ

ア、アセアン、北米、欧州の全地域で売上高を拡大しました。利益面では、将来の成長に向けた新拠点の開設や新

たなビジネス立上げなどの費用の発生もあり、減益となりました。

　当セグメントの売上高は12,567百万円(前年同期比 13.6％増)、営業利益は818百万円(同 5.2％減)となりまし

た。
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②　商品販売事業

　商品販売事業では、電子部品に関連する包装資材・成形材料・電子デバイスの販売を行っております。当第１四

半期連結累計期間におきましては、調達と物流を一元化した電子デバイスの販売ビジネスが、引き続き、海外顧客

の車載関連の生産拡大に伴って、売上を伸ばしました。また、物流改善を意識した包装資材の提案営業も進め、全

体で増収増益となりました。

　当セグメントの売上高は6,920百万円(前年同期比 15.5％増)、営業利益は188百万円(同 47.5％増)となりまし

た。

 

③　消費物流事業

　消費物流分野では、小売企業の宅配サービスや通信販売ビジネスの成長に伴って宅配需要が拡大していますが、

一方、ドライバーを始めとする人手不足が、業界全体の課題として深刻化しております。

　このような事業環境において、当社グループで消費物流を担う㈱流通サービスは、生協物流や通販物流など強み

を活かした分野への事業の集中・拡販を進めるとともに、人材の確保・育成に重点的に取り組んでおります。

　当第１四半期連結累計期間の業績は、売上面では取引の一部見直しもあり若干の減収となりましたが、営業利益

は生産性向上の取組みも進み増益となりました。

　当セグメントの売上高は6,206百万円(前年同期比 1.1％減)、営業利益は217百万円(同 60.9％増)となりまし

た。

 

(2) 財政状態の分析

　前連結会計年度末と比較した当第１四半期連結会計期間末の資産、負債及び純資産の状況は次のとおりです。

　資産については、流動資産が、納税・賞与・配当金の支払や設備投資による現金及び預金の減少や、売掛債権の

減少などにより、2,769百万円減少しました。固定資産は、加須新倉庫建設の土地取得などにより1,358百万円増加

しました。これにより資産合計は、前連結会計年度末比1,411百万円減の71,781百万円となりました。

　負債については、流動負債が、未払法人税、賞与引当金や買掛債務の減少などによって1,224百万円減少しまし

た。また、固定負債は42百万円減少し、負債合計は、前連結会計年度末比1,267百万円減の24,982百万円となりま

した。

　純資産については、利益の確保に対し、当社の配当金支払、円高進行に伴う「為替換算調整勘定」の減少、子会

社における外部株主への配当金支払によって、前連結会計年度末比144百万円減の46,799百万円となりました。

　なお、自己資本比率は、前連結会計年度末比1.4ポイント上昇し、58.3％となりました。

 

(3) 経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 70,000,000

計 70,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
 (2017年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2017年８月７日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 35,474,400 35,474,400
東京証券取引所

(市場第二部)
単元株式数　100株

計 35,474,400 35,474,400 － －

　（注）　「提出日現在発行数」欄には、2017年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金
増減額
(百万円)

資本金
残高

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2017年４月１日～

2017年６月30日
－ 35,474,400 － 2,349 － 2,029

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】
 
①【発行済株式】

 
    2017年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式 166,600 － －

完全議決権株式(その他) 普通株式 35,305,400 353,054 －

単元未満株式 普通株式 2,400 － －

発行済株式総数 35,474,400 － －

総株主の議決権 － 353,054 －

　（注）１　「完全議決権株式(その他)」の中には、株式会社証券保管振替機構名義の株式が600株含まれております。

また、「議決権の数」の中には、同社名義の完全議決権株式に係る議決権の数６個が含まれております。

２　「単元未満株式」の中には、当社所有の自己株式が54株含まれております。

 

②【自己株式等】
 

    2017年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合(％)

株式会社アルプス物流
神奈川県横浜市港北区

新羽町1756番地
166,600 － 166,600 0.5

計 － 166,600 － 166,600 0.5

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2017年４月１日から2017

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2017年４月１日から2017年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2017年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2017年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 18,593 16,962

受取手形及び営業未収金 17,724 16,794

商品 1,731 1,739

その他 2,851 2,631

貸倒引当金 △16 △12

流動資産合計 40,884 38,115

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 9,976 9,824

土地 14,787 16,083

その他（純額） 3,513 3,373

有形固定資産合計 28,277 29,281

無形固定資産   

その他 1,484 1,542

無形固定資産合計 1,484 1,542

投資その他の資産   

投資有価証券 509 568

その他 2,038 2,274

貸倒引当金 △1 △1

投資その他の資産合計 2,546 2,842

固定資産合計 32,308 33,666

資産合計 73,192 71,781

負債の部   

流動負債   

営業未払金 12,302 11,405

短期借入金 3,169 3,116

未払法人税等 949 381

賞与引当金 1,482 810

役員賞与引当金 - 14

その他 3,722 4,673

流動負債合計 21,626 20,401

固定負債   

長期借入金 343 276

役員退職慰労引当金 52 43

退職給付に係る負債 2,000 2,025

その他 2,227 2,235

固定負債合計 4,623 4,580

負債合計 26,249 24,982
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2017年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2017年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,349 2,349

資本剰余金 1,931 1,931

利益剰余金 36,882 37,230

自己株式 △116 △116

株主資本合計 41,046 41,394

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 82 122

為替換算調整勘定 676 475

退職給付に係る調整累計額 △164 △159

その他の包括利益累計額合計 593 439

新株予約権 36 36

非支配株主持分 5,266 4,929

純資産合計 46,943 46,799

負債純資産合計 73,192 71,781
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2016年４月１日
　至　2016年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年６月30日)

売上高 23,330 25,695

売上原価 20,481 22,683

売上総利益 2,849 3,011

販売費及び一般管理費 1,722 1,786

営業利益 1,126 1,224

営業外収益   

受取利息 8 12

受取配当金 5 4

その他 68 29

営業外収益合計 83 47

営業外費用   

支払利息 20 25

為替差損 117 18

支払手数料 - 24

その他 8 15

営業外費用合計 146 83

経常利益 1,063 1,188

特別利益   

固定資産売却益 3 2

特別利益合計 3 2

特別損失   

固定資産除売却損 1 2

特別損失合計 1 2

税金等調整前四半期純利益 1,065 1,188

法人税、住民税及び事業税 342 368

法人税等調整額 △26 5

法人税等合計 315 373

四半期純利益 749 814

（内訳）   

親会社株主に帰属する四半期純利益 590 665

非支配株主に帰属する四半期純利益 159 149

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △52 40

為替換算調整勘定 △594 △287

退職給付に係る調整額 6 5

その他の包括利益合計 △640 △241

四半期包括利益 109 573

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 101 510

非支配株主に係る四半期包括利益 7 62
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【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
　前第１四半期連結累計期間

（自 2016年４月１日
　　至 2016年６月30日）

　当第１四半期連結累計期間
（自 2017年４月１日

　　至 2017年６月30日）

減価償却費 507百万円 519百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2016年４月１日　至2016年６月30日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2016年６月21日

定時株主総会
普通株式 309 17.50 2016年３月31日 2016年６月22日 利益剰余金

（注）当社は、2016年４月１日を効力発生日として普通株式１株につき２株の株式分割を行っておりますが、当第１四半

期連結累計期間の１株当たり配当額は、当該株式分割前の配当額を記載しております。

 
２．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、当第１四半期連結会計期間より、「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」を適用してお

ります。この結果、利益剰余金が９百万円増加しております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2017年４月１日　至2017年６月30日）

１．配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2017年６月21日

定時株主総会
普通株式 317 9.00 2017年３月31日 2017年６月22日 利益剰余金

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

 

EDINET提出書類

株式会社アルプス物流(E04211)

四半期報告書

11/15



（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自2016年４月１日　至2016年６月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額

四半期連結
財務諸表
計上額
(注)

 
電子部品

物流事業

商品販売

事業

消費物流

事業
計

売上高       

外部顧客への売上高 11,060 5,994 6,275 23,330 － 23,330

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － －

 計 11,060 5,994 6,275 23,330 － 23,330

セグメント利益 863 128 135 1,126 － 1,126

（注）セグメント利益は、四半期連結財務諸表の営業利益と一致しております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自2017年４月１日　至2017年６月30日）

　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額

四半期連結
財務諸表
計上額
(注)

 
電子部品

物流事業

商品販売

事業

消費物流

事業
計

売上高       

外部顧客への売上高 12,567 6,920 6,206 25,695 － 25,695

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － － － －

 計 12,567 6,920 6,206 25,695 － 25,695

セグメント利益 818 188 217 1,224 － 1,224

（注）セグメント利益は、四半期連結財務諸表の営業利益と一致しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
　前第１四半期連結累計期間

（自　2016年４月１日
　　至　2016年６月30日）

　当第１四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日

　　至　2017年６月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 16円69銭 18円85銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
590 665

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半

期純利益金額（百万円）
590 665

普通株式の期中平均株式数（株） 35,397,634 35,307,746

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金

　　額
16円67銭 18円81銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（百万円）
－ －

普通株式増加数（株） 33,139 66,210

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額の算定に含めなかっ

た潜在株式で、前連結会計年度末から重要な変

動があったものの概要

－ －

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 
   2017年８月７日
    

株式会社アルプス物流
 

   

取締役会　御中    
   
    

 新日本有限責任監査法人

 
 
 

  

    

 
指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 磯貝　　剛　　印

 
 
 

  

    

 
指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 鶴田　純一郎　印

    
    

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ア
ルプス物流の2017年４月１日から2018年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2017年４月１日
から2017年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2017年４月１日から2017年６月30日まで）に係る四半期
連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期
連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連
結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に
対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの
基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施され
る質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公
正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アルプス物流及び連結子会社の2017年６月30日
現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせ
る事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
 
　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社

（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。
２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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